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数値計算のデータから k｡を計算 しグラフで表すのはつぎの§3で行 うが,このように
定義すると興味ぶかいことが分かる｡



















以上の2個のデータについて 1. 切れる位置, 2.切れる時間とに分けて図示しよう｡
1.切れる位置について







































































図5は張力が-様なとき(薩摩氏等の場合 )であ り,図 6は張力が不均一のとき(筆
者等の場合 )である｡ただし図 6は縦軸をk｡ - 0.5とした｡
§4. 議論
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